別記
第１号様式（第６条第１項）
中間前金払認定請求書
	工　事　名
	

	工事場所
	

	契約年月日
	　　　　　　年　　月　　日

	工　　　期
	　　　　　　年　　月　　日から
　年　　月　　日まで

	請負代金額
	　　　　　　　　　　　　円

	摘　　　要
	



	上記の工事について、中間前金払の支払を請求したいので、要件を具備していることを認定されたく請求します｡
年　　月　　日
請負者　住所
氏名
館山市長　　　　　　　様



（注）添付書類（工事履行報告書、全工程表、全景写真）


第２号様式（第６条第３項）
中間前金払認定調書
	契約の相手方
	

	工　事　名
	

	工事場所
	

	契約年月日
	　　　　　　年　　月　　日

	工　　　期
	　　　　　　年　　月　　日から
　　　　　　年　　月　　日まで

	請負代金額
	　　　　　　　　　　　　円

	摘　　　要
	



	上記の工事について、その進捗を調査したところ、中間前金払をすることができる要件を具備していることを認定する。
年　　月　　日
館山市長



（注）「摘要」欄には参考までに下記の状況を記載すること。
１　予定工程どおりの進捗状況であるか。
２　工期の２分の１を経過しているか｡
３　出来高が５０％以上であるか

第３号様式（第７条第１項）

中間前金払と部分払の選択に係る届出書

年　　月　　日

館山市長　　　　　　　　様


住　所

氏　名


下記に掲げる工事については、（中間前金払・部分払）を選択したいので、届出します。

記


１　工事名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　工事場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３　落札額　　　　　　　　　　　　　　　円　

４　工事期間　　　　　年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで





（注）特定建設工事共同企業体にあっては、構成員のすべてが記名のこと。

（書式例）
工　事　履　行　報　告　書

	工事名
	

	工事場所
	

	工　期
	　　　年　　　月　　　日～　　　　　年　　　月　　　日

	日付
	　　　年　　　月　　　日（　　　月　　　日までの出来高）

	請負代金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

	月　　　別
	予定工程　％
（　）は工程変更後
Ａ
	実施工程　％
Ｂ
	（Ａ－Ｂ）　％
Ｃ
	備　　考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	記載欄



（注）１　報告は、月報を標準とする。
　　　２　予定工程は、初回報告時に完成までの予定出来高累計を記入する。
　　　３　実施工程は、当該報告月までの出来高累計を記入する。

（書式例）
前金払申請書

　　　年　　　月　　　日

　館山市長　　　　　様

住　所

氏　名

　下記のとおり　□ 前金払　□ 中間前金払　を申請します。

記

	申請額
	円　　　　　　

	工事（委託）名
	

	工事（委託）場所
	

	契約年月日
	　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	工期
（履行期間）
	　自　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日
　至　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

	請負代金額
（業務委託料）
	円　　　　　　


（注）添付書類（保証証書）
[bookmark: _GoBack]　※ 電子保証による場合は、書類の添付に代えて、申請前までに保証契約番号及び認証キー番号を報告すること

（書式例）
前金払請求書

　　　　　年　　　月　　　日

　館山市長　　　　様

住　所

氏　名


下記のとおり　□ 前金払　□ 中間前金払　を請求します。


金　　　　　　　　　　　　　　円

１　工事（委託）名

２　工事（委託）場所

３　契約年月日　　　　　　　　　年　　　月　　　日

４　請負代金額　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　（委託料）

	振込先
	金 融 機 関・支 店 名
	預金種目
	口　座　番　号

	
	
	
	

	口　 座 　名 　義 　人　（ 漢字 ・ フリガナ ）

	



